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「動力ボートの効果的活用による救助技術の高度化
に関する検討会」の開催

国民保護・防災部参事官

　近年、局所的な豪雨、台風等により市街地が浸水し、
住民が孤立する水難救助事象が多く発生しており、こう
した災害では、安全かつ迅速な救助活動が求められます。
　孤立地域からの救助活動では、ヘリによる救助が有効
であるが、気象条件や一度に救助できる人員に制限があ
ることから、多くの消防本部が保有している動力ボート
（エンジン付きボート）による救助活動が重要となります。
　このため、各消防本部の対応状況等について現状分析
を行うとともに、これまでの実災害における経験や教訓
を踏まえ、安全かつ迅速な救助活動を実施するための活
動要領等について検討を行うことを目的とし、８月22
日に第１回検討会を開催しました。

　・第１回　平成30年８月22日
　・第２回　平成30年10月上旬（予定）
　・第３回　平成30年12月上旬（予定）
　・第４回　平成31年１月下旬（予定）
　　
　本検討会の検討結果は、平成30年度中に「平成30年
度救助技術の高度化等検討会報告書」として取りまとめ
る予定です。

問合わせ先
　消防庁国民保護・防災部参事官
　布川補佐、松浦係長、足立事務官
　TEL: 03-5253-7507

１　背景・目的

４　検討会のスケジュール

２　主な検討事項
　（１）	 基本操作要領
　（２）	 救助活動要領
　（３）	 安全管理要領
　（４）先進的・効果的な資機材の導入
　（５）訓練方法・研修機関等の提示

３　第１回検討会の内容
　第１回検討会では、検討会の趣旨やスケジュールつい
て事務局から説明が行われた後、実態調査の結果や過去
の災害事例等を踏まえ、問題点の抽出や今後の進め方に
ついて検討が行われました。
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